
  

Matlab realtime speech tools and 
voice production tools

● 和歌山大の川原教授らによって開発されている　
音声処理ツール
公式ページ
http://www.wakayama-u.ac.jp/~kawahara/MatlabRealtimeSpeechTools/



  

インストール①

公式ページから自分のOSに対応した
インストーラをダウンロード

こちらと間違えないように注意



  

インストール①

各インストーラを実行してインストールを行ってください
1つ目はコンパイラのインストールも行うため時間がかかります
(容量が非常に大きいので注意)
インストール後にショートカットを実行、もしくはインストール先
のapplicationフォルダの実行ファイルから起動できます



  

使い方

各ツールの画像から簡易的な使い方の
ムービーをダウンロードできます



  

RecordingGUI

マイクに入力された音源の基本周波数とスペクトルをリアルタイムで表示
フィルタの種類などを変更可能



  

マイクに入力された音源のスペクトログラムをリアルタイムで表示
図左のバーによってダイナミックレンジを調節可能

RealtimeSgram



  

音源のスペクトルおよびLPC分析によって得られるスペクトル包絡を表示(図左下)
LPC分析の結果に基づく声道の断面積比をにグラフ、モデルとして表示(図右)

vtlDisplay



  

入力された音源の各パラメータ(基本周波数・パワー・自己相関・ピーク)と
波形をリアルタイムで表示

EventScope



  

インストール②

公式ページから自分のOSに対応した
インストーラをダウンロード、起動してインストール
(コンパイラの容量が大きいので注意)



  

音源(基本周波数など)とその音源が通る声道の形を自由に設計できる
変更できるパラメータが多いので代表的なもののみ紹介
(他の部分が気になる場合は公式ページのデモムービーを参照して下さい)

vtToSoundLF



  

音源(基本周波数など)とその音源が通る声道の形を自由に設計できる
変更できるパラメータが多いので代表的なもののみ紹介
(他の部分が気になる場合は公式ページのデモムービーを参照して下さい)

vtToSoundLF



  

左上の図は声道の断面積比を表すグラフであり横軸が唇からの距離を表す
グラフ上でカーソルをドラッグすることで自由に断面積比を変更可能
右下の声道を表すモデルもそれに合わせて変化する
また、グラフ中の水色の線を横に動かすことで声道長を変更可能

vtToSoundLF



  

右上の図はLPC分析に基づくスペクトルを表す
図中の点を動かすか、点を指定して赤で囲んだ
部分によってパラメータを設定することでスペクト
ルを自由に設計できる

vtToSoundLF

「Sound it」ボタンを押すことで指定したパラメータ
からどのような音が生成されるかを確認できる
Save、Loadでパラメータの保存・読み込み
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